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 COVID-19感染拡大以降のインターネットトラフィックにはどのような変化や課題が
ありますか？ 

 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染が拡大した 2020年以降、世界的にインターネットト

ラフィックは急速に増加しています。国内でも、在宅勤務や在宅授業を余儀なくされ、「巣ごも

り」に伴って動画視聴やゲーム時間の増加によって著しい増加が見られました。2021年に入って

も、トラフィック増加の勢いは衰えていません。総務省が発表している「我が国のインターネット

におけるトラヒックの集計結果（2021年 5月分）」では、2021年 5月の固定系ブロードバンド契約者

の総ダウンロードトラフィックは、前年同月比で 25.6％の増加と引き続き大きく伸びていることが分

かります。依然として在宅時間が長く、ビデオやゲームのトラフィックが増加していることに加え

て、リモートワークの定着によってWeb会議のトラフィックも引き続き増加していることなどが考

えられます。 

さらに、「コロナ禍」を通して、生活や企業活動、あるいは社会全体のリモート化やデジタル化が

進展していることも、インターネットトラフィックの増加を牽引しています。このように、私たち

の生活や企業活動においてインターネットがますます重要度を増す中で、インターネットトラフィ

ックの増加がインターネットやそこで提供されているサービスの速度や品質の低下につながると、

これまで以上に大きな影響をもたらすと言えます。企業や社会のデジタル化やデジタルトランスフ

ォーメーション（DX）が進展する中で、インターネットにおけるエクスペリエンス（体験）を高め

ることは、インターネット上のビジネスにおいて、かつてないほどに重要になっています。 

 

 

デジタル活用や DXが進む「ネクストノーマル（The Next Normal：次なる常態）」時代においては、非対

面／リモートでも現実世界と同じような顧客エクスペリエンスを提供するために、高品質で安定性の高い

コンテンツ／アプリケーション配信を実現する CDNが有効である。 
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 インターネットを利用するユーザーや顧客のエクスペリエンスを高める技術にはどの
ようなものがありますか？ 

 インターネットを利用するユーザーのエクスペリエンスの向上
には、ユーザー側とコンテンツやアプリケーション配信側の両

面からアプローチする必要があります。ユーザー側からの代表

的なアプローチは、インターネット接続の高速化です。すでに

サービス提供が始まっている 10Gbpsの FTTH（Fiber to the 

Home）サービスの活用や、混雑する PPPoE（PPP over Ethernet） 

IPv4ネットワークではなく IPoE（IP over Ethernet）方式を用いた

IPv6ネットワークの活用が有効な手段の一つと言えます。ま

た、家庭向けのインターネット接続サービスに、ユーザーやアプリケーションごとの優先順位づけ

や優先制御を取り入れるなど、インターネット接続の側面からエクスペリエンスの向上を実現しよ

うとする動きがあります。 

一方、コンテンツ配信やアプリケーション配信側でも、これまでもユーザーの利用体験を高めるさ

まざま技術が用いられています。その代表例が、CDN（Content Delivery Network）です。CDNは、

1990年代の終わり頃にはすでに利用されていた技術であり、決して新しい技術ではありません。し

かしながら、膨大なトラフィックが集まるメジャーなWebサイトはもちろんのこと、あらゆる規模

のWebサービス、さらには一般企業のWebサイトにも CDNの活用は広がっています。コンテンツ

やアプリケーションを利用するエンドユーザーは、CDNを利用していることをほとんど意識するこ

とはありませんが、今やインターネットのサービスを利用する上では不可欠な技術と言えます。 

 ユーザーエクスペリエンスを高める CDNの仕組みとはどのようなものですか？ 

 CDNとは、キャッシュやプロキシを行うエッジサーバーを、地理的に分散したネットワーク上でユ

ーザーに近いところに配備し、レスポンスを高め、遅延や揺らぎを抑え、より快適なサービスやア

プリの利用体験をもたらすサービスです。エッジサーバーは、オリジナルのコンテンツ配信サーバ

ー（オリジンサーバー）のコンテンツをキャッシュし、オリジンサーバーではなく分散配備されて

いるエッジサーバーとユーザーが通信することで快適性を高めます。CDNは、世界中で広く使われ

ている技術です。IDCの調査レポート『Worldwide Content Delivery Networks Forecast, 2021–2025（IDC 

#US47308021、2021年 3月発行）』では、世界の CDN市場の市場規模は、2021年で約 103億 3,000万

ドル、日本を含むアジア太平洋地域で約 31億 5,000万ドルに達すると予測しています。また、CDN

のトラフィックが 2024年までにインターネットトラフィック全体の約 80％を占めるまでになると予

測しており（『Worldwide CDN Providers Market Shares, 2019: Market Demands Drive Transformation Journeys on the Edge

（IDC #EUR146595920、2020年 6月発行）』）、CDNはインターネットでコンテンツやサービス提供

する上で、不可欠な技術と言えます。言い換えれば、CDNが利用できない状態になれば、ユーザー

のエクスペリエンスは著しく損なわれ、コンテンツやサービス提供事業者の大きな損失につながる

こともあります。したがって、CDNを用いるアプリケーションやコンテンツ提供事業者は、可用性

を高めた CDNの利用を考える必要があると言えます。CDN利用の可用性向上には、複数のCDNを

活用するマルチCDNは有用な手法の一つです。マルチ CDNの実現には、大きく分けるとサーバー

ネクストノーマルにおけるデ

ジタル活用やDXの実現に

は、これまで以上のユーザー

エクスペリエンスを提供する

CDNの活用が欠かせない 
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サイドで実施する方法と、クライアントサイドで実施する方法があります。サーバーサイドでのマ

ルチ CDNは、複数の CDNでコンテンツ配信を行い、CDNで障害が発生した際には、設定を変更す

るなどして CDNを切り替える方法です。Webブラウザーなどのクライアント側を変更する必要がな

い一方で、複数 CDNを契約するコストや障害発生時の CDNの切り替えをスムーズに実行できるか

が課題と言えます。クライアントサイドのマルチ CDNでは、クライアント側のアプリケーションに

モジュール（スクリプト）を組み込み、個々のデバイスから配信状況をフィードバックし、ビデオ

セグメント単位で最適な CDNを自動選択する仕組みがあります。クライアントにモジュールを組み

込む必要があるためすべての CDNユーザーに適用できるわけではありませんが、コストを抑え障害

発生時の切り替え作業が不要というメリットがあります。 

 CDNは今後どのようなアプリケーションや領域で利用されていくのでしょうか？ 

 CDNは、Webコンテンツはもちろん動画配信やゲーム、電子メール、ファイルシェアリングなどの

用途で活用されています。IDCの調査レポート『Worldwide Content Delivery Networks Forecast, 2021–2025（IDC 

#US47308021、2021年 3月発行）』では、セグメント別で CDN市場を分析していますが、CDNの市

場の半数以上をOTT Video（動画配信）が占め、最大のセグメントです。次いで「Web, email, and data

（Webコンテンツ）」「Online gaming（ゲーム）」「File sharing（ファイル共有）」と続きます。今後

の成長率を見ると、2020年～2025年の年間平均成長率（CAGR：Compound Annual Growth Rate）は、

Online Gamingが 20.5％、OTT Videoでも 15％を超える高い成長を予測しています。セグメント別分析

の通り、現在CDNを活用している主要ユーザーは、ECサイトやニュースサイトなどのWebサービ

スやコンテンツ提供事業者や、ゲーム、動画サイトです。一方で、こうしたアクセス数の多い大手

コンテンツサービスに限らず、今やどのようなWebサイトでも表示の遅さは見過ごせない課題にな

りつつあります。デジタルネイティブ世代にとっては、待ち時間なくWebサイトやアプリケーショ

ンが使えることは当然であり、少しでもレスポンスが悪ければたちまちサービスから離脱すること

につながりかねません。 

また、ポストCOVID-19のネクストノーマルでは、これまでデジタルやインターネットを活用したビ

ジネスと縁遠かった産業分野を含めて、あらゆる企業や公共機関のサービスでデジタル活用やDX

が求められています。たとえば、不動産業では映像を活用したリモートによる物件紹介や、アパレ

ル業界におけるライブコマースなど、映像とネットワークを活用して、より良い顧客エクスペリエ

ンスを提供する動きが出てきています。このような非対面／リモートを基本とするビジネス形態で

は、できる限り現実世界と同じような顧客エクスペリエンスを提供できなければなりません。その

ためには、高品質で安定性の高いコンテンツ配信やアプリケーション配信が必須になり、CDNの活

用はその有力な選択肢の一つです。さらに、急速に関心が高まっている「メタバース」の実現に

も、CDNの活用が有望視されています。リアルタイム性が強く求められる巨大な仮想空間であるメ

タバースにおいては、これまで以上の低遅延性を実現しユーザーエクスペリエンスの向上を図るこ

とが不可欠です。そのプラットフォームとして、遅延を抑え高いレスポンス性を実現する CDNとエ

ッジコンピューティングが有望であると IDCでは考えています。ネクストノーマルにおけるデジタ

ル活用やDXの実現には、これまで以上のユーザーエクスペリエンスを提供する CDNの活用が欠か

せないと言えます。 
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 CDNの選定ではどのような点に留意すべきでしょうか？ 

 企業や社会でデジタル活用やDXがよりいっそう進展するネクストノーマルの時代において、これ

まで以上にサービスやビジネスの基盤として重要性が増す CDNは、次の 3つの観点で選ぶことが重

要です。第 1のポイントは、「安定性と安心」です。CDNが果たす使命が、コンテンツやアプリケ

ーションの安定した快適な配信にあることから、可用性や豊富なキャパシティを CDNが備えている

ことは非常に重要です。CDNネットワークをつなぐバックボーンや、トラフィックの多いサービス

や ISP（Internet Service Provider）、通信事業者とのピアリングの容量、エッジサーバーの処理能力な

ど、CDNのキャパシティの評価は欠かせません。また、急激なトラフィックの増加への対処や、

CDNやエッジサーバーで障害が発生したときなど、CDNサービスの可用性や継続性を左右するネッ

トワークやエッジサーバーの構成などアーキテクチャも留意すべき点の一つです。また、「安心」

の側面では、導入のサポートサービスや障害発生時の日本語サポートなどは、CDNをこれまであま

り利用したことがない企業にとって重要な要素と言えます。 

第 2のポイントは、「コスト」です。国内でも多くの CDNサービス事業者が存在しており、サービ

スメニューや料金もさまざまです。アプリケーションやコンテンツ配信で必要な機能やサービスレ

ベルと、CDNサービスに投資、支出することで得られるリターンのバランスを見て、自社に最適な

CDNのコストを試算することが重要です。また、より多くのアプリケーションやコンテンツ配信に

CDNを活用していく中では、コストに応じた CDNの使い分けも現実的なアプローチと言えます。

さらに、必要な機能を必要な期間だけ使えるようなオンデマンド性の高い CDNサービスを用いて、

費用節減を図っていくことも今後重要になると IDCでは考えます。 

第 3のポイントは、「将来性」の視点です。自社のアプリケーションやコンテンツ配信に関するサ

ービス展開の計画やクラウドやエッジ、コンテナといったプラットフォームの進化に、CDNサービ

スが適合しているかどうか方向性が一致していることが望ましいと IDCは考えます。将来的にグロ

ーバルでサービスを展開しようと考えている企業にとっては、ターゲットとする国や地域で CDNサ

ービスを展開しているか、そして充実したキャパシティを持っているかは大変重要です。また、静

的なコンテンツだけでなく、アプリケーションの処理もエッジで実行し、よりレスポンスや低遅延

性を高めたサービス提供を計画している場合には、エッジコンピューティングサービスの提供状況

も考慮しておく必要があります。 

デジタル活用やDXが進むネクストノーマルの時代においては、これまで以上にビジネスの迅速性

が求められ、アプリケーションやコンテンツサービスもかつてないスピードでの展開と進化が要求

されます。そしてCDNサービスにも、ビジネスやサービスの進化のスピードに追従できる柔軟性や

迅速性が求められていると IDCでは考えます。 
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アナリストについて 

 
 

 

 

 

草野 賢一  グループマネージャー、コミュニケーションズ 

 

国内ルーター、イーサネットスイッチ、無線 LAN機器、ネットワーク仮想化／自動化

（SDN、NFV）など国内ネットワーク機器市場の調査を担当。ベンダー調査に加え、ユーザ

ー調査やチャネル調査にも携わり、それらの調査結果をベースに、国内ネットワーク機器市

場の動向を検証、市場動向の分析および予測を提供するほか、さまざまなカスタム調査を実

施している。 

IDC Japan入社前は、エンジニアとしてユーザー企業のネットワークの設計、構築を担当。

商品企画にも携わる。 

 

専門の分野／テーマ 

 ネットワーク機器 

（ルーター、イーサネットスイッチ、無線 LAN、ADC、SDN、NFVなど） 

スポンサーからのメッセージ 

Lumen Technologiesはグローバルに展開する自社インターネット基幹網を生かし、高可用性、高

性能なCDNを低価格で 24時間 365日の日本語サポートと共に提供しており、多くの日本のゲー

ム、メディア、eコマース企業様で安心してご利用いただいております。 

 

詳細については https://www.lumen.com/ja-jp/edge-computing/cdn.htmlをご確認ください。 

Lumenおよび Lumen Technologiesは、米国における Lumen Technologies LLCの登録商標です。

Lumen Technologies LLCは、Lumen Technologies Inc.の完全所有子会社です。 
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